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　点を通り軸に平行な直線と点を通り

　軸に平行な直線との交点をとする。

　直線の傾きがだから，

　とするととなる。

　△において，三平方の定理より，

　　　      

　　　　   
  　

　　　　　　　  

　　　　　　　  

　より　 　

　さらに，点の座標を ，  とすると，

　点の座標は，点の座標にを

　加えたものであるから，

　点の座標は  ，

　点の座標は 
   と表される。

　また，点の座標は点の座標にを

　加えたものであるから，

　点の座標は   とも表される。

　よって，　   


   　

　　　　　   
  

　　　　　　　    

　　　　　　　　　　 
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 　





 

△と△において，

共通な角だから，

　　　　　　　　　……①

点と点を結ぶ。

点，点は，ともに線分の

垂直二等分線上にあるから，

△と△は，それぞれ二等辺三角形である。

よって，　　　　　……②

　　　　　　

また，より，

　　

点において，中心角と円周角の関係から，

　　





直径に対する円周角は直角だから，

　　

また，

　　　

　　　

　　　

よって，　　　　　……③

②，③より，　　　　……④

①，④より，　組の角がそれぞれ等しいから，

　　△△


